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冗
長
性
（
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
）
と 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
や
輸

送
手
段
が
寸
断
さ
れ
る
事
態
が
相
次
い
だ
。
こ
の
と

き
、
被
災
し
た
太
平
洋
側
の
高
速
道
路
の
代
替
と
し

て
、
日
本
海
側
の
幹
線
道
路
網
が
物
資
の
輸
送
ル
ー

ト
と
し
て
機
能
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
網
の
寸
断
に
対

し
て
高
速
バ
ス
に
よ
る
代
替
輸
送
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。
緊
急
時
に
お
け
る
迂
回
・
代
替
手
段
の

確
保
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想

会
議
が
２
０
１
１
年
６
月
25
日
に
公
表
し
た
「
復
興

へ
の
提
言
〜
悲
惨
の
な
か
の
希
望
〜
」で
は
、「
広
域

的
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の
復
興
プ
ラ
ン

と
十
分
に
連
携
し
な
が
ら
、『
多
重
化
に
よ
る
代
替

性
』（
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
）
の
確
保
と
い
う
視
点
に
留

意
し
つ
つ
、
整
備
・
再
構
築
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
」
と
し
て
、「
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
」
と
い
う
概
念

が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
は
従
来
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
分

野
で「
冗
長
性
」と
訳
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
冗

長
性
と
は
、
余
分
な
部
分
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
い
う
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
一
部
に
何
ら
か
の
障

害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
代
替
的
・
予
備
的

に
使
用
で
き
る
手
段
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
で
、
シ

ス
テ
ム
全
体
の
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
冗
長
化
と
呼
ぶ
。
冗
長
化
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
発
想
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

冗
長
性
確
保
の
手
法
と
し
て
の 

多
機
関
連
携

　

こ
こ
で
防
災
・
危
機
管
理
行
政
か
ら
大
き
く
目
を

転
じ
て
、
子
ど
も
虐
待
対
応
に
お
け
る
関
係
機
関
の

連
携
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
求
め
ら
れ
る
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た

い
。
と
い
う
の
も
、
子
ど
も
虐
待
対
応
の
分
野
で
先

駆
的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た「
多
機
関
連
携
」は
、
行

政
シ
ス
テ
ム
の
冗
長
性
を
確
保
す
る
有
効
な
手
段
と

な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　

多
機
関
連
携
と
は
、
主
に
対
人
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

領
域
に
お
い
て
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
の
各
種

機
関
の
連
携
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

図
る
取
り
組
み
で
あ
る（
伊
藤
正
次「
多
重
防
御
と
多

機
関
連
携
の
可
能
性
」御
厨
貴
・
飯
尾
潤
編『
別
冊
ア

ス
テ
イ
オ
ン「
災
後
」の
文
明
』阪
急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
、
２
０
１
４
年
）。
多
機
関
連
携
に
お
い

て
重
要
な
こ
と
は
、
特
定
の
政
策
課
題
に
対
応
す
る

た
め
の
一
元
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
の
で

は
な
く
、
機
能
が
一
部
重
複
す
る
機
関
を
併
存
・
連

携
さ
せ
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
政
策
対
象
者
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
漏

れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
を
多
重
的
に
防
ぐ
こ
と
、
言
い

か
え
れ
ば
冗
長
化
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。

　

な
ぜ
子
ど
も
虐
待
対
応
と
い
う
領
域
に
お
い
て
多

機
関
連
携
が
進
展
し
て
き
た
の
か
。
そ
の
発
端
の
一

つ
は
、
２
０
０
４
年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り「
市
町
村
子
ど
も
家
庭
相
談
体
制
」

が
整
備
さ
れ
、
住
民
か
ら
の
児
童
家
庭
相
談
に
は
、

ま
ず
市
町
村
が
主
体
的
に
対
応
し
、
都
道
府
県
・
政

令
指
定
都
市
に
置
か
れ
た
児
童
相
談
所
は
専
門
的
な

相
談
や
法
的
権
限
が
必
要
な
相
談
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
と
さ
れ
た
。
同
時
に
、
市
町
村
ご
と
の
「
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
の
設
置
が
要
請
さ
れ
、

福
祉
・
保
健
・
教
育
・
医
療
・
警
察
等
が
分
野
横
断

的
に
連
携
す
る
場
が
整
備
さ
れ
た
。

多
機
関
連
携
に
よ
る 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

専
修
大
学
法
学
部
准
教
授　

鈴
木
　
潔
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子
ど
も
虐
待
問
題
は
子
ど
も
を
保
護
す
れ
ば
解
決

す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
虐
待
す
る
親
自
身
も

行
政
か
ら
の
支
援
を
要
す
る
よ
う
な
状
態
（
失
業
、

精
神
疾
患
、
多
重
債
務
、
社
会
的
孤
立
等
）
に
あ
る

場
合
が
少
な
く
な
い
。
児
童
虐
待
問
題
は
複
合
的
な

社
会
問
題
で
あ
り
、
学
校
・
保
育
所
な
ど
だ
け
で
な

く
、
職
業
紹
介
、
医
療
、
多
重
債
務
対
策
、
生
活
保

護
と
い
っ
た
関
係
機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠
な
の
で

あ
る
。

多
機
関
連
携
を 

機
能
さ
せ
る
た
め
の
条
件

　

そ
れ
で
は
、
多
機
関
連
携
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の

条
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
第
１
に
、
関

係
機
関
の
職
員
が
お
互
い
に
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を

構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
北
九
州
市
の
施

設
「
ウ
ェ
ル
と
ば
た
」
の
５
階
に
は
、
北
九
州
市
子
ど

も
総
合
セ
ン
タ
ー
（
児
童
相
談
所
）、
少
年
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
（
北
九
州
市
教
育
委
員
会
指
導
第
２
課
）、
北

九
州
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
少
年
問
題
に
関
す
る

警
察
の
専
門
職
員
で
あ
る「
少
年
補
導
職
員
」が
中
心

と
な
っ
て
、
街
頭
補
導
活
動
、
継
続
補
導
、
少
年
相

談
、
広
報
啓
発
活
動
な
ど
の
幅
広
い
活
動
を
行
う
組

織
）が
あ
る
。
子
ど
も
に
関
す
る
福
祉
、
教
育
、
警
察

の
組
織
が
物
理
的
に
近
接
し
た
状
態
で
活
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、
職
員
は
常
時
、
お
互
い
に
連
携
で
き
る

関
係
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら

の
３
機
関
で
は
相
互
に
現
場
レ
ベ
ル
で
の
人
事
交
流

が
行
わ
れ
て
お
り
、「
血
が
通
っ
た
関
係
」で
も
あ
る
。

　

第
２
に
、
関
係
機
関
が
問
題
意
識
と
連
携
の
必
要

性
を
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ケ
ー
ス
を
め
ぐ
る
関

係
機
関
の
押
し
つ
け
合
い
が
起
き
る
理
由
の
一
つ
に

は
、「
ゼ
ロ
・
サ
ム
関
係
」の
組
織
観
が
横
た
わ
っ
て

い
る
。
相
手
に
負
担
を
押
し
つ
け
、
自
分
は
負
担
を

免
れ
る
こ
と
を
よ
し
と
す
る
発
想
で
あ
る
。
そ
う
で

は
な
く
、
重
い
荷
物
を
複
数
人
で
持
ち
合
う
こ
と
で

楽
に
な
る
と
い
う「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
関
係
」の
組
織

観
が
共
有
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
３
に
、
所
管
・
所
掌
と
い
う「
役
割
分
担
論
」よ

り
も
子
ど
も
に
と
っ
て
の「
ニ
ー
ズ
論
」を
優
先
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
市
町
村
の
子
ど
も
虐

待
対
応
力
に
期
待
す
る
児
童
相
談
所
」と「
児
童
相
談

所
の
専
門
的
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
市
町
村
」
が

ケ
ー
ス
の
担
当
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
場
合
が
あ
る

が
、「
誰
が
担
う
べ
き
か
」
で
な
く
「
何
を
な
す
べ
き

か
」の
論
議
を
先
行
さ
せ
、
そ
の
後
に「
誰
が
そ
れ
を

な
す
べ
き
か
」
を
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る

（
川
崎
二
三
彦
編『
児
童
相
談
所
・
関
係
機
関
や
地
域

と
の
連
携
・
協
働
』明
石
書
店
、
２
０
１
４
年
）。
関

係
機
関
の
役
割
・
所
管
を
固
定
化
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
あ
え
て
柔
軟
性
を
持
た
せ
、
越
権
行
為
と
指
弾

さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
ず
に
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
ケ
ー
ス
が
組
織
と
組
織
の
隙
間
に
落
ち

て
誰
か
ら
も
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
リ
ス

ク
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

さ
て
、
防
災
・
危
機
管
理
行
政
で
は
、
初
動
対
応

段
階
だ
け
を
見
て
も
、
市
町
村
消
防
、
都
道
府
県
警

察
、
そ
し
て
国
の
自
衛
隊
に
よ
る
適
切
な
多
機
関
連

携
が
必
要
で
あ
る
。
子
ど
も
虐
待
対
応
、
青
少
年
健

全
育
成
、
職
業
紹
介
な
ど
の
先
駆
的
分
野
に
お
け
る

試
行
錯
誤
の
中
か
ら
、
防
災
・
危
機
管
理
行
政
が
学

ぶ
べ
き
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
政
府
の
危

機
管
理
組
織
の
在
り
方
に
係
る
関
係
副
大
臣
会
合
は

２
０
１
５
年
３
月
、
最
終
報
告
書
の
中
で
、「
緊
急

事
態
管
理
庁
（
仮
称
）」
の
新
設
を
見
送
る
方
向
を
打

ち
出
し
た
。
各
省
庁
の
関
係
部
局
を
同
庁
に
集
約
す

る
よ
り
も
内
閣
官
房
や
内
閣
府
の
総
合
調
整
機
能
を

充
実
さ
せ
る
と
い
う
多
機
関
連
携
型
の
体
制
を
取
っ

た
と
も
い
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
既
存
の
多
機

関
連
携
の
実
践
の
中
か
ら
課
題
を
抽
出
し
、
有
効
な

手
法
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

※
本
稿
は
、
平
成
27
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基

盤
研
究
（
Ｂ
）「
比
較
事
例
分
析
に
基
づ
く
多
元
的
な

行
政
主
体
間
の
連
携
・
協
働
に
関
す
る
実
証
研
究
」

（
研
究
代
表
者
・
伊
藤
正
次
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
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